
変分問題のパラメータ表示

（前略）

tを曲線の弧の長さとすると，汎関数，

v(x(t), y(t)) =
∫ t1

t0

Φ(x, y, x′, y′)dt

の極値曲線を求めるためには，方程式，Φx − d

dt
Φx′ = 0を x′2 + y′2 = 1とともに解けばよい．後者の方程式

は，tが曲線の弧の長さであることを表している．
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